
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007年 2月 14日作成） 

小委員会名 生産性小委員会 主 査 名：土橋稔美 
就任年月：2005年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工委員会（建築生産運営委員会） 委員長名：田中享二 
主 査 名：三根直人 

設 置 期 間    2005年 4月  ～  2009年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・建築生産の生産性を多面的にまたより適切に評価できる手法の提案。 
・労働生産性中心の概念からより広い概念構築に向けての議論。 
・複数軸評価のユーザと使用目的，評価軸及び指標提案に向けたアプローチ。 

委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査：土橋（鹿島），幹事：岩沢（長谷工），後藤（竹中工務店） 
委員：岩下（鴻池組），香月（戸田建設），河谷（ものつくり大学），瀧（清水建設），蔡（鹿

島），浜田（大林組），三浦（国士舘大学），三根（北九州市立大学），宮島（フジタ），武

藤（国総研） 
 

設置WG 
（WG名：目的）  

2006年度予算   １８ 万円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       5回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．生産性の広い概念構築の原案をステークホルダーの軸と視点からなるマトリ

ックス形式で作成した。 
２．マトリックスの要素にはプロジェクトの成功に向けたステークホルダーの役

割とその主要指標を示した。  

委員会活動の問題点 
・課題  

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


